
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020.09.29 
シャープ社友会 
チーム神於山 
真砂 記 

■活動日：2020年 9月 26日（土） 9：00～11：45 （サマータイムで、午前中で終了。） 

■参加者：チーム神於山のメンバー  9名  

■活動内容 

 ・前回に引き続き今回も、全員で 上部植栽地の作業道の修復に取り組みました。 

 ・作業内容は、土止めの取り付けで、最初 どういう風に付けるかについては、いつも通り喧々諤々 

色々なアイディアが飛び交いましたが、方向が決まると作業は順調に進み、谷側の土止めは、ほぼ 

張り終わることが出来ました。 

 ・活動頂いた９名の皆さん、お疲れ様でした。 

 ・今回の作業で一番ありがたかったのは素材で、香遠さんの友人の加來木材の加來さんから頂いた 

板は、購入すれば 1枚 2,000円（高いものは 3,000円）近くする「ウッドデッキ用の人工木材」 

だったことです。   

 ・樹脂製ですから腐食に強く、ウッドデッキ用ですから強度も十分で、土止めには勿体ないほどの 

  優れモノです。 

 ・取り付けも、香遠さんが別途手配された１ｍ強ある鉄管を、板を重ねた中央部分の谷側に打ち込む 

だけで充分でしたからスムーズに進みました。 改めて加來さんに感謝です。 

■次回以降の取り組みについて 

・次回は、小林さんが提供してくれたトタン波板を 40～45㎝幅に切り、山側の土止めを行います。 

別途ご案内しますので、奮ってご参加ください。 

（注）次回からは 9時３０分集合。活動時間は、１０時～１５時になります。 

・・・間違えないように注意願います。・・・ 
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■作業道の補修工事 

・最初はどういう風に取り付けるかで喧々諤々（写真Ａ） 

 

・決まった方法は、板を重ね合わせ、その谷側に鉄パイプを 

打ち込むというもの。（写真Ｂ） 

・この方法が可能になったのは、加來さんから提供頂いた板

が、ウッドデッキの床材の人工木材で、大変しっかりした

ものなのでパイプと板を固定することを考えなくて良か

ったからです。（写真Ⅽ）加來さんに感謝！ 

 

・最終、香遠さんが、吹き替えた屋根瓦が沢山あると言うこ 

とで、それを差し込み、土止めを完成することになりまし

た。 
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・手順が決ればすいすい進み・・・（写真Ⅾ） 
・邪魔になる枝を掃う余裕も。（写真 E） 

■参加頂いた９名の皆さん。 お疲れ様でした。   （真砂写） 

・ほぼ完成した土止めの前で一枚（写真 F） 

・Fでは顔が判らないのでサービスで一枚（写真G） 

・基地に戻って、全員で一枚（写真 H） 

 

               ・次回は山側（写真

F の右手）の土止

めに取り組みます

が今回の経験が生

きそうです。 
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